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1. はじめに

盆地や山岳地帯、太平洋沿岸部などで頻繁

に発生する霧は、交通障害や農作物への被

害の原因となるなど、発生地域の人々の生

活に影響を及ぼす。そのため、古くから様々

な分野で研究が行われてきた。霧に関する

研究には、霧と総観場の関係に関する研究

(例えば、[1])や、地上観測から霧の微物理

特性と気象場との関係や発生のメカニズム

を調べたもの(例えば[2],[3])などがある

が、霧の微物理特性について広領域・長期間

にわたって調べた研究は少ない。本研究で

は、水平解像度(500m)、観測頻度(10分)の

ひまわり 8 号のデータから衛星の解析アル

ゴリズムを使って、釧路地方の霧の微物理

特性を研究することを目的として解析を行

った。 

2. 使用データ・手法

本研究では、衛星解析アルゴリズム

CAPCOM[4]を用いて、霧の微物理特性を導出

した。CAPCOMの計算に必要な各バンドの放

射輝度は衛星による観測値を、気温や比湿

などの気象場は JRA-55[5]のデータを時空

間内挿したものを用いた。霧の判定に必要

な地表面付近の湿度は、MSMの解析値および

予報値を用いた。霧を判定する条件は、雲

頂温度 5℃以上、太陽天頂角 87°以下、地

表面湿度 85%以上、0.64μmの地表面アルベ

ドが 15%以上、0.51μmと 0.64μmのアルベ

ドの比が 0.9 以上 1.1 以下であることとし

た。対象とする霧は、北海道東部の釧路で

発生する移流霧である。解析対象期間は

2015年～2023年の 6,7,8月とした。 

3. 微物理特性の解析の結果

図 1 に結果の例として夏季に釧路で発生

する霧の解析を行った結果を示す。海上か

ら陸にかけて霧の有効半径は小さくなり、

光学的厚さは大きく、雲水量は増えること

が明らかになった。発表ではエリアごとの

微物理特性の値の違いや現地観測との比較

について議論を行う。 

(a)解析領域     (b)有効半径 

(c)光学的厚さ (d)雲水量

図 1(a)解析領域,および 2015年～2023年の

6,7,8月に釧路で発生した霧の(b)有効半径, 

(c)光学的厚さ, (d)雲水量の分布
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